
社会資本総合整備計画 事後評価書（中間評価書） 平成28年3月31日交付対象国体開催を契機とした施設整備をするため、処分制限期間を超え老朽化が著しい公園施設の更新を図り、市民等が安全安心に利用できる都市公園を提供することで、健康増進や地域コミュニケーションの促進を図る。・市民等が安心して利用できる公園面積を1.6ha(H23）から5.8ha（H25）に増加する。・粉河河北緑地における施設利用者を1.8万人/年（H23）から2.0万人（H26)に増加する。 当初現況値(H23末)粉河河北緑地における市民等が安心して利用できる公園面積（ha）粉河河北緑地における公園施設（有料施設）の利用者数
○事後評価（中間評価）の実施体制、実施時期 事後評価（中間評価）の実施時期平成26年度末公表の方法市ホームページ H24 H25 H26 H27 H281-A-1 公園 一般 紀の川市 直接 紀の川市 180180H24 H25 H26 H27 H28番号 備考全体事業費（百万円） 備考合計　　　　　　　　　要素となる事業名 事業内容 市町村名一体的に実施することにより期待される効果

都市公園1箇所の運動場、広場、柵等改築 事業実施期間
番号 事業種別 地域種別 直接間接

地域種別 交付対象 直接間接 事業者交付対象 合計　　　　　　　　　Ｂ　関連社会資本整備事業 紀の川市 紀の川市都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業

B 0百万円 C
事業者 要素となる事業名（事業箇所） 備考全体事業費（百万円）事業内容（面積等） 市町村名

5.3%効果促進事業費の割合C/(A+B+C)1.8万人 －全体事業費(A+B+C) 合計 190百万円 A 180百万円 2.0万人中間目標値 最終目標値(H25末) (H26末)
計画の名称 　　紀の川市都市公園安全安心整備計画（防災・安全）計画の期間 　　平成２４年度　～　平成２６年度　（３年間） 　　紀の川市計画の目標

事業種別

計画の成果目標（定量的指標）定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値 備考1.6ha 5.8ha10百万円
※利用者数については、施設整備が完了してからの数値とするため、中間目標値は設定しない。5.8ha

事後評価（中間評価）の実施体制定量的指標の目標値と実績値を比較し、効果を確認 事　後　評　価　（中　間　評　価）

事業実施期間
交付対象事業A　基幹事業番号



H24 H25 H26 H27 H281-C-1 公園 一般 紀の川市 直接 紀の川市 1010番号 備考1-C-1２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況 ・運動場整備を行なった結果、安全性が向上し、安心して利用できる公園面積が増加した。Ⅰ定量的指標に関連する ・運動場整備の結果、公園としての魅力が向上し、利用者数が増加した。　　　交付対象事業の効果の発現状況 最終目標値 5.8haⅡ定量的指標の達成状況 目標値と実績値 計画どおりに整備を進めたため、目標値を達成。に差が出た要因最終実績値 5.8ha最終目標値 2.0万人 目標値と実績値 市単独事業においても、関連する施設整備を実施し、充実を図ったため。に差が出た要因最終実績値 5.7万人（必要に応じて記述）３．特記事項（今後の方針等）
指標①（粉河河北緑地における市民等が安心して利用できる公園面積）指標②（粉河河北緑地における公園施設（有料施設）の利用者数）

一体的に実施することにより期待される効果案内看板の整備により、公園利用者に対するスムーズな誘導を行い、公園利用者数の増加を図ることができる。 事業内容紀の川市 公園案内看板整備事業 合計　　　　　　　　　 備考番号 事業種別 地域種別 交付対象 直接間接 事業者 要素となる事業名 市町村名粉河河北緑地案内看板整備Ｃ　効果促進事業 事業実施期間 全体事業費（百万円）

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況


